
ブロードバンドを活用したコンテンツ配偶ソリューション
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わが国では,ブロードバンドネットワークの急速な普

及により,従来の延長ではない,多様なサービスの可

能性が広がっている｡新しいブロード/〈ンドネットワー

クサービスでは,｢ピアツーピア+,｢モビリティ+,｢セ

キュリティ+,｢マルチキャスト+,および｢シームレス+の

五つの要素が核となり,lPv6は,その実現のための基

本技術となっている｡

日立製作所は,長年にわたり,lPv6に対応したネッ

欝
はじめに

わが国のブロードバンドサービス加入者致の伸張は,世界

的に見ても目覚ましいものがある｡2000年にはCATVインター

ネット(CATVの回線を用いるインターネット接続サービス)の

加入者を中心として50■ガ冊帯であったものが,2002年4月に

は450フ了世帯となり,2002年度し卜には1,200フ了世帯に達する

PKl

RA

lPsec

CA

LDAP

統計情報
障害情報

広域LAN

コア

IP-VPN

コア

L2.5サー ⇒

lPsec

ポリシー

分
散
処
理
基
盤

lPsec

ログ

務弘業ス
シ

P

P
一

S

S

A

C
､

社
印
続

他
ス
接

､ン

ブロードバンドネットワークを

構成するさまざまな要素

ブロードバンドネットワークは,lPv6

を基本技術とするコアネットワークとア

クセスシステんおよび多様なネットワー

クサービスを実現する各種サーバ群で

構成している｡

注:略語説明

CDN(ContentDeliveryNetwork)

SIP(SessionlnitiationProtocol)

RADlUS(RemoteAuthentication

DiaトinUserService)

LDAP(LightweightDirectory

AccessProtocol)

PK"PublicKeylnfrastructure)

RA(RegistrationAuthority)

CA(CertificationAuthority)

lPsec(lnternetProtocol-Security)

ADSL(AsymmetricDigital

SubscriberLjne)

FTTH(FibertotheHome)

3G(ThirdGenerationMobile

System)

BAS(BroadbandAccessServer)

RAS(RemoteAcce〉SSSeⅣer)

lP-VPN(lnternetProtocol-

VirtualPrivateNetwork)

+2.5(Layer2.5;ATM,MPしSなど)

ASP(App】icationSeⅣiceP｢ovider)

CSP(ContentServiceProvider)

トワークシステムとネットワーク製品を先行して開発し

てきた｡ギガビットルータ｢GR2000シリーズ+やアクセ

スゲートウェイ｢AG8100シリーズ+のいっそうの高性能

化･高機能化を進めるとともに,ブロードバンド化を加

速する新たなネットワークサービスソリューションの創

生に向けて,モデルシステム構築や実証実験を進め

ている｡

勢いである｡このような固定系ブロードバンドサービスの爆発

的な普及に加えて,最近では第三世代移動体システムや無

線LANアクセスシステムによるブロードバンドモバイルサービ

スも急速に立ち上がろうとしている｡このような成長が継続す

れば,政府のIT戦略会議が2005年の目標として掲げた

2,500万世帯の普及も視野に入り,50%を超える普及率も夢

ではない｡

ブロードバンドがあたりまえとなるコミュニケーション環境で
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は,ウェブやメールのような現在主流となっているアプリケー

ションを超える新たなサービスが広がっていくことはまちがいな

いものと考える｡ブロードバンドによる新しいネットワークサービ

スを実現する端末･アクセスシステム･基幹ネットワークでも,今

後の展望が期待される｡

ブロードバンドサービスのユーザーインタフェースとしての端

末は,パソコンからPDA(PersonalDigitalAssistant)や

ゲーム機などへ広がろうとしている｡端末と基幹ネットワークを

接続するアクセスシステムは,ADSL(非対称ディジタル加入

者線)やCATV,FTTH(FibertotheHome),無線LAN,

第三世代移動体など,すでに多様化している｡

,･方,基幹ネットワークは,次世代IP(InternetProtocol),

すなわちIPv6(IP Version6)を基本とする統合された大容

量･高性能トランスポートシステムと,多様なネットワークサービ

スを実現する各種サーバ群で構成する方向へと進むものと考

える｡

ここでは,ブロードバンドサービスの普及･拡大に向けた,日

立製作所のネットワークソリューションについて述べる｡

腰ブロードバンドネットワークの特性と】Pv6の特徴

ブロードバンドネットワークを有効に活用するためには,大容

量の情報を高品質で伝送する高性能なトランスポート機能が

不可欠である｡しかし,単に高速･大容量のトランスポートが

可能となったとしても,それだけでは不十分である｡

数千万のユーザーが新たなコミュニケーション手段を活用

しようとするとき,現在のインターネットでは容易には実現でき

ないネットワークサービスが求められる｡ブロードバンド時代に

おけるこのようなネットワークサービスの核となる要素は,以下

の5点である(図1参照)｡

･5年以上にわたるIPv6の開発･製品化

-NR60(1997年6月ト･世界初のトランスレータ機能付き
IPv6ルータ

･忙TF標準化活動-RFC2767など

初の

IPv6対応
Wjndows★

･どこでもブロードバンド

モビリティ

告声サービスインスタントメッセージ

ピアツーピア

ブロードバンド

マルチキャスト

･ストリーミンク配信サービス

アクセスや端末種別に
よらないサービス

シームレス

セキュリティ

･通信の秘密
･高信頼の企業･公共ネットワーク

図1ブロードバンド時代のサービスコア

ブロードバンドネットワークサービスでは五つの核となる要素が,lPv6によって実

現される｡

(1)ピアツーピア:端末どうしの直接通信

(2)モビリティ:あらゆる場所で同じ通信環境

(3)セキュリティ:通信の秘密の保証

(4)マルチキャスト:複数端末への配信

(5)シームレス:異種端末で同一サービス

例えば,現状では,アドレス数の有限性とアドレス空間の管

理の複雑牲から,多種多様な端末に個別にIPアドレスを付与

することば困難である｡その結果,端末どうしが直接接続され

るのではなく,常にサーバを介したコミュニケーションとなって

いる｡また,アドレス管理の複雑性から,真の意味のモビリティ

は実現できていない｡さらに,現在のインターネットではそのま

までは通信の秘密が保証されないので,暗号化などの付加

的手段が必要である｡

ブロードバンドネットワークサービスのコア要素をネットワーク

の基本機能として実現する技術がIPv6である‖｡IPv6の基

本的特徴として,以下の4点があげられる｡

(1)無限に近いアドレス数

(2)アドレスの自動割り当て:プラグアンドプレイ

(3)暗号化通信:IPsec(InternetProtocol-Security)

初の 初の 初の

IPv6対応 IPv6対応 IPv6対応
GR2000 ネットワーク アクセス

･KAME,=SAGげロジ工クトメンバー アブ■㍑ヨン
管理ソフトウエア

忘訪訂
･相互接続テストヘの参加(TA川など)

･lPv6フォーラムの創設メンバー
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図21Pv6に関連した日立耕

作所の技術開発と鞘晶化の

歴史

日立製作所は.1Pv6の技術開発

と製品化で常に先行してきている｡

注:略語説明ほか

IETF(lnternetEngineering

TaskForce)

WtDE(Widely仙egrated

Dist｢ibutedEnvironment)

lPng(lnternetProtocol-Next

Generation)

RFC(RequestforComments)

10L〔lnterOperabilityLab(米国

ニューハンプシャー大学)〕

JGN(+apanGigabitNetwork)

GC〔GlobalCenterJapan(イン

ターネットデータセンター)〕

ETSl(European

Te】ecommunications

Standardslnstitute!)

*Windowsは,米国およびその

他の国における米国Microsoft

Corp.の登銀商標である｡
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(4)マルチキャスト

アドレス数が無限に近いこととアドレスの自動割り当て機能

により,端末レベルでは,アドレスの管理を意識せずに個別の

アドレスを使うことができる｡これがピアツーピア通信やモビリ

ティを実現するための重要な要素となる｡また,IPv6では,

IPsecと呼ぶプロトコルにより,暗号化通信機能が標準装備さ

れている｡さらに,アドレス数の多さを活用して多種多様なア

ドレスを付与することが可能であり,実用的なマルチキャスト

通信を実現する｡前述のネットワークサービスのコア要素は,

このようなIPv6機能を実装したネットワーク機器と,IPv6機能

を活用する多種多様なサーバ群によって実現されることに

なる｡

題
ネットワークソリューション

口立製作所のネットワーク製品は,最先端の件能とネット

ワークサービス実現のコアであるIPv6機能の実装において,

常に先行的役割を果たしてきている(図2参照)｡

ブロードバンドサービスを実現する日立製作所のネットワー

ク製品群は,以下の三分野に大別できる(図3参照)｡
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アクセス

ネットワーク

AG8100tB

グ

(1)ルータ:GR2000シリーズ

(2)アクセスゲートウェイ:AG8100シリーズ

(3)ネットワーク管理:JPI

GR2000シリーズは,大容量の基幹コアネットワーク用から

′ト規模企業ネットワーク用までのラインアップをそろえた

IPv4/IPv6ルータであり,ハードウェア処矧こよる高速パケット

転送を全機種で実現している｡基本的なパケット転送にとどま

らず,QoS(QualityofService)保証機能ヤフイルタリング処

理もハードウェア化しているので,パケット処理内容にかかわ

らずインタフェースの物理的速度と同等のフォワーディングが

可能である｡

AG8100は,アクセストラヒックの集約とユーザーアクセス管

理の機能を持つアクセスゲートウェイであり,ADSLや無線

LANアクセスポイントなどのアクセスメディア収容装置と基幹

ネットワークルータとを接続する｡

ブロードバンドサービスにIPv6は不■叶欠とは言え,現在の

IPv4から･一足飛びに移行することはできない｡日立製作所の

ネットワーク製品は,現行システムからブロードバンドネットワー

クへのスムーズな移行を可能とするように,以下の機能を実

装している｡

(1)IPv4/IPv6デュアルスタック

ノ
/

一【

なットワーク管理

コアネットワーク

GR2000

5台のカメラで球場を五つの角度から撮影し,
個々の映像をIPv6マルチキャストで中継
ショールームでは,PDAでカメラを選択し,テレビに
該当する映像を表示

札幌･東京･大阪の各ショールーム

･Pv6マルチ

ホールタ通常放嘉旨忘釈映像キャストルータ

蛋;;;=こ=コ→m→『〒〒『転義諺一町

園カメラ選択PDA

ダウンロードステーション

@OBP(大阪ビジネスパーク)

データセンタ

マルチキヤス
IPv6ルータ

彰二ニフ

詔

lPv4

ネットワー

100一丁

ショールーム

痙面ヨ

真義…

Bic P Kan

有楽町店

BicP Kan

札幌店

還

図3日立製作所のIPv6ネッ

トワークソリューション

IPv6ネットワーキングを支える日立

製作所の製品群を示す｡

注:略語説明

VoIP(Voice overlnternet

Protocoト)

図4マルチアングル撮影に

よるプロ野球中継実験例

IPv6のマルチキャスト機能を与舌用

したプロ野球のインターネット中継

の実験構成を示す｡
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店舗･ホテルなど
ん∧亡◆､-･一べ沙山…瓜∨ 無線LAN

アクセスポイントIPv6ネットワーク

ー+

家庭･SOHOなど

インターネット

芸≡喜劇
マルチメディアコンテンツ

ノ雨現怒∵一一---く､…
Jゝゝ

≠_ノも､仙

Windowsごnet*
サーバ

注:*netと呼ばれる米国Microso何Corp.のアーキテクチャである｡

図5シームレスピアツーピア通信の概要

外出先のnetPDAと自宅サーバ(パソコン)の間でセキュアで快適なピアツーピア

通信を実現する｡

(2)IPv4/IPv6トンネリング

(3)AG8100二双方向の高件能アドレストランスレーダ

このように,H立製作所のネットワーク製品を組み合わせる

ことにより,エンドツーエンドのブロードバンドネットワークソ

リューションを実現している｡

感実験事例
ブロードバンドネットワークでIPv6機能を活用した事例には,

以下のようなものがある｡

(1)5台のカメラによってプロ野球ゲームをマルチアングルで中

継し,全国にIPv6ネットワークでマルチキャストした｡視聴者は,

好みのアングルに切り替えながら野球を観戦することができる

(図4参照)｡

(2)ピアツーピア通信により,パソコンとPDAの間でマルチ

メディアコンテンツをやり取りする(図5参照)｡

(3)セキュアかつシームレスな企業ネットワークを構築し,ユー

ザーは,さまざまな場所から社内ネットワークにアクセスするこ

とができる(図6参照)｡

霧
おわりに

ここでは,ブロードバンドネットワークを活用する新しいネット

ワークサービスの方向性と,そこでのIPv6ネットワーキングの

必然性について述べた｡

ブロードバンドネットワークでは,単に高速のウェブアクセス

ができるというだけではその投資に見合う効果を期待すること

はできない｡ブロードバンド化･常時接続で可能となるさまざま

なネットワークの使い方を創生することが不可欠である｡そこ
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図6セキュアモバイル企業ネットワークの構成例

次世代企業ネットワークでは,どこでもオフィスを実現する｡

ではIPv6がキー技術となる｡

日立製作所のネットワーク製品は,ブロードバンドネットワー

クサービスを実現するために,性能だけでなく,サービスまで

を視野に入れた製品群であり,新たなネットワークソリューショ

ンを創出するためのキーコンポーネントである｡

日立製作所は,今後も,ネットワーク製品のいっそうのエン

ハンスを進めるとともに,強力なネットワーク製品を核とした多

種多様なブロードバンドネットワークソリューションを提案して

いく考えである｡
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